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日々 のいのちとくらしを、｢夢のある未来｣へ。 

 ２０１７年７月３日 
 

               

下浜小学校・中学校の全校生徒さんによる 

秋田県下浜海岸育樹実施のお知らせ 
 

マックスバリュ東北株式会社（本社 秋田市）は７月７日（金）、下浜小学校・中学校の全校生徒

さんとともに、秋田県下浜海岸沿いの松林にて植栽木への施肥を中心とした育樹活動を行いますの

でご案内申しあげます。 

 

 

【秋田下浜海岸「育樹」について】 

実施日時：２０１７年７月７日（金） １０：５０～１２：００ 

実施場所：秋田下浜海岸沿い（秋田市下浜羽川 ＪＲ鉄道林「道川５号林」） 

参 加 者：秋田市立下浜小学校の全校児童     ５５名 

秋田市立下浜中学校の全校生徒     ３４名 

両校の教職員             ３８名 

秋田県森の案内人協議会メンバー     ６名 

東日本旅客鉄道秋田支社         ３名 

マックスバリュ東北㈱従業員      １０名     

計１４６名 

 

内 容：開会式後、参加者が６チームに分かれ森の案内人協議会メンバーから環境教育や施肥の

説明を受けたのち、植栽木への施肥作業を約４０分かけて行います。 

 

開会式ご挨拶：下浜小学校校長 後藤 由美子 様 

      下浜中学校生徒代表 安藤 智也 さん 

      マックスバリュ東北㈱ 専務取締役 加藤 久誠 

 

【秋田下浜海岸「育樹」の歴史】 

秋田市下浜海岸沿いの松林は、酸性雨の影響や松喰い虫の被害等で大部分が立ち枯れ状態にあり、

その被害がとみに進行しつつありました。東日本旅客鉄道会社秋田支社と財団法人イオン環境財団

は、地域の方々とともにこの松林を本来の自然の姿に戻すべく、秋田下浜海岸での植樹活動を

２００５年から５カ年計画で実施してまいりました。この５カ年の活動により、のべ４,７１５人

が参加し約５４,０００本のカシワやクロマツを植樹いたしました。 

そして、現在は植樹をしたカシワやクロマツの生育を促すために、毎年６月または７月に「育樹

活動」として、植樹活動から携わっている近隣の下浜小学校・下浜中学校の児童と生徒を中心に、

肥料を与える活動を継続して行ってまいりました。 

 

 

 

 



 
 
【会場地図】 

下図の「植樹箇所」にて育樹いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご参考】以前の育樹活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マックスバリュ東北㈱の概要】 

・所在地   秋田県秋田市土崎港北一丁目６番２５号 

・店舗数   秋田県３８店舗 青森県２３店舗 山形県２４店舗 岩手県１０店舗  

合計 ９５店舗（２０１７年７月３日現在） 

 

 

 

 

 


